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安倍内閣は、受給者のいのちを削り、国民生活に多大な影響を与える生活保護の大改悪を８月から行おうとしています。月額２万円減額される家庭もでてきます。これでは到底生活できません。また生活保護基準の引き下げは、利用している人たちの「健康で文化的な最低限度の生活」（憲法２５条）を脅かすばかりか最低賃金や年金、就学援助など各種制度の切下げにつながり国民生活に大きな影響を与えます。
また、政府は、今国会に生活保護法改正法案をだし、申請を書面によることとし、複雑な書類の提出を義務付けようとしています。扶養義務者に収入、資産の報告を求め、職場にまで照会することもあるなど申請に大きなハードルを設けようとしています。生活保護「改正」をゆるすことはできません。すべての人が貧困から脱し、健康で文化的な生活が送れる社会を作りましょう。
貧困問題に取り組む団体、生活保護制度の利用者の人たちと一緒に声を上げましょう。
◆講演：丹下晴喜さん（愛媛大学法文学部准教授）　
「生活保護法改悪は、私たちの暮しに　
何をもたらすのか」
◆発言：愛媛県生活と健康を守る会連合会
　　　　　　　　　　　　　　　愛媛年金者組合、
愛媛県民主医療機関連合会など
と　き：６月３０日（日）13時開場　１３時半開会
ところ：愛媛大学法文学部　グリーンホール
◆参加費　無料
集会終了後、愛媛大学から大街道(千舟町口)までパレードを行います。

生活保護法の改悪を


許すな！愛媛県民集会





共催：愛媛県社保協　/愛媛県生活と健康を守る会連合会


松山生活と健康を守る会/生存権裁判を支える愛媛の会


問合せ先：松山市来住町1079-12　大進ビル1F　℡089-990-8820











